
令和２年５月１日に私の事務
所（４人）と当法人の共同代表
である川東三江子社労士の事務
所（４人）が合併して、社労士
法人化した。２人代表だったの
で、合併前には「２人代表では
うまくいかないのでは？」とい
われたこともあった。うまくい
かない理由は、お互いの価値
観、仕事のバランス、売上げや
給与のバランスだろう。
私たちは、まず価値観を合わ

せるために、経営理念の策定か
ら取りかかった。自分たちがか
かわった会社にどんな風になっ
てほしいか。かかわった会社に
どんなサービスができるのか。
そのために自社のスタッフには

どうあってほし
いか。そんなこ
とを議論して策
定した。
法人としてス

タートすると、
それぞれの仕事のやり方の違い
が顕在化してきた。そこは法人
化の後に入社してくれたスタッ
フが外部目線で尽力してくれた
おかげで、すべてではないが、
すり合わせることができてきて
いる。その頃からスタッフ間の
協力体制も形成されて一体感を
感じられるようになった。スタ
ッフがどっちを向いて仕事をし
たら良いか戸惑わないように、
共同代表とは普段からコミュニ
ケーションをとって、法人の幹
の部分はぶれないように気を付
けている。
今後は自分たちよりも優秀な

人をどう採用し、どう働いても
らうかが課題である。

労務問題は、法律をベ
ースにしつつも相手によ
って対応が異なることが
多い。
以前はリスク回避に重

きをおいた提案をしてい
たが、今はそれに加え
て、会社が永続するため
に３つの視点で考えて提
案している。
その３つは、大正～昭

和時代の思想家である安岡正篤
氏が説いた「長期的」「多面的」
「根本的」である。目先にとら
われず、複数の選択肢から、根
本的に何が会社にとって最適か
を考える。そんなときに思い出
すのが「問題を理屈で割ってい
っても感情という余りがある。
それにどう対応するかが大切
だ」という私の尊敬する方から
教えていただいた言葉。問題を
法律という理屈で整理していっ
ても、個人的な感情がネックに

なることが多い。最終的にはそ
んな感情にどう対応するかが重
要だということである。
ＡＩに置き換わる仕事が増え

ていくといわれているなかで、
社労士の仕事のうち、人と向き
合う部分については、ますます
重要となってくるだろう。企業
経営は、多様な価値観のなかで
人とどう向き合うかにかかって
くると思う。そんな企業の健全
な発展に寄り添えるよう尽力し
ていきたい。
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